
弥生賞 

 

＜ＡＩ注目馬＞ 

1, 4, 5, 8 

 

＜最終見解＞ 

 

本命はセッション。 

 

父は当レースに抜群に合うディープ系。 

母父はドバウィ。世界のスーパーサイアー。 

ドバイミレニアムが残した貴重な後継種牡馬。 

欧州、香港のスプリント G1でも最も実績を収めている種牡馬。 

 

今年の当レースは、速いペースで 

上がりもかかる流れを想定しているため、 

欧州スプリントの名血が母父の馬は 

ディープ系の中でも特に有利。 

 

 

ワンダイレクトは母父ディープ。 

 

 

レヴォルタードは父が主流種牡馬のエピファネイア。 

母はタフな若駒限定戦の中山芝中距離に実績を残したバウンスシャッセ。 


